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ノーム・チョムスキー（Noam Avram Chomsky; 1928～）は、理論言語学者
であると同時に、政治的な著作・発言でも広く知られている。New York Times
紙はその書評の中で、彼を「おそらくもっとも重要な存命の知識人（arguably 






                                                          
1 本稿は、2011 年 2 月 24 日に行った、箱根における法学研究所合宿での講演内容に加
筆したものである。参加者が専門知識をもつことを前提としない講演であったため、
専門的見地から見れば議論が不十分な部分があることをお許しいただきたい。筆者は





2 この書評についてチョムスキーは、New York Times 紙がそのようにチョムスキーを
持ち上げた後でひどく貶していることを指摘した上で、「もしその（同紙が彼を貶して
いる）部分がなかったら『自分は何か間違ったことをしているのではないか』と思っ
ただろう」と映画 Manufacturing Consent の中で皮肉を込めてコメントしている。 
3 “Chomsky Is Citation Champ,” MIT News 
http://web.mit.edu/newsoffice/1992/citation-0415.html 




















筆者は 2009 年 4 月から 2010 年 3 月にかけて長期在外研究の機会を与えら
れ、チョムスキーの高弟の 1 人である C.-T. James Huang 教授の在籍するハー
バード大学言語学科の客員研究員をつとめた。2009 年 4 月には MIT で行わ




が一堂に会した。以下 URL 参照：http://ling50.mit.edu/ 
5 1988 年の来日は、チョムスキーが稲盛財団の京都賞（基礎科学部門）を受賞したこ
とに伴うものであった。 










1999 年から 2000 年にかけて、フルブライト・プログラムの派遣を受け、
筆者はカリフォルニア大学アーヴァイン校（University of California at Irvine; 










2009 年から 2010 年にかけて、チョムスキーの政治関連の講演を聴く機会も
二度ほど得ることができた。一つは中南米の政治的状況に関するもので、歴
史学者でもあるホンジュラスからの亡命閣僚（Rodolfo Pastor Fasquelle 氏）を
ゲストに迎えての講演会であった。もう一つは、大手商業メディアとは一線
を画す市民の立場に立った報道で知られる、米国の Democracy Now のキャス
                                                          
8 筆者も編者の一人であるこの論文集は、専修大学オープンリサーチセンター整備事
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いる。ここで注意すべき点は、(ii)の意味に対応する(1' b)の構造では、the boy 
with a stick という単語列が（NP という記号で示した）一つのまとまり（句; 
phrase）を成すのに対し、(i)の意味に対応する(1'a)の構造では、同じ単語列が
一つのまとまりを成していない、ということである。(1)のような一つの単語
列が、その曖昧性に応じて、(1' a)、(1' b)のような 2 つの異なる階層構造をも
ち得るということは、(1)の文を受動文（受け身文; Passive sentence）に変換す
ると、その 2 つの異なる意味に応じて、(2)に示すような 2 つの異なる文を生
ずる、という事実から示される。 
 
(2) a. [The boy] was slapped with a stick by Mary. 




語の位置を占めるようになることが知られている。(2b)の受動文で The boy 
with a stick という単語列がひとまとまりで主語の位置を占めているのは、対
応する能動文の構造(1' b)においてこの単語列が一つのまとまり（NP）を成し
ているからである。これに対し(2a)では同じ単語列の一部（The boy）のみが








(3) a. John will come. →  








(4) a. The boy will come →  
 b. *Boy the will come? 
 c. Will the boy come? 
(5) a. Despite this weather John will come. → 
 b. *This despite weather John will come? 





こで注意すべき点は、(4)においては the boy が、(5)においては John が「主語
（subject）」である、という文構造に言及することなしに、このような疑問文
の派生を考えることはできない、ということである。このように、人間の言
語の規則はすべて「構造依存（structure-dependent）」であり、「1 番目と 2 番
目の単語を入れ替えよ」というような「構造依存」でない規則は存在しない。 
 











(6) a. 太郎が死んだ。  
 b. [太郎が死んだ]と花子が言った。 
 c. [ [太郎が死んだ]と花子が言った]と次郎が思っている。 
 d. [ [ [太郎が死んだ]と花子が言った]と次郎が思っている]と三郎が信じ 
ている。 
(7) a. [チーズを食べた]ネズミ 
 b. [ [ [チーズを食べた]ネズミ]を食べた]猫 
 c. [ [ [ [ [チーズを食べた]ネズミ]を食べた]猫]を食べた]犬 
 d. [[[[[[[チーズを食べた]ネズミ]を食べた]猫]を食べた]犬]を食べた]狼 
(8) [ [ [ [ [父さんが乗ってる]車]に似てる]車]に似てる]車 
 
                                                          




の問題について分野・学問領域を超えた活発な議論が行われた。以下 URL 参照： 
http://www.umass.edu/linguist/recursionconf/ 


























































                                                                                                                           
(i) a.  [ (ネズミが) チーズを食べた] ネズミ 
 └────────────┘  
 
 b. [ (猫が) [ [ (ネズミが) チーズを食べた] ネズミ ]を食べた] 猫 
  └────────────┘ 
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 一つの例として、X バー理論（X-bar theory）と呼ばれる、言語の基本構造
を規定する原理を考えてみよう。X バー理論によれば、あらゆる言語構造は、
(9)に図式化して示すような、ある語彙項目（lexical item; 動詞、名詞等のい








































ないし後置詞、など）を主要部として階層構造を成す XP（VP, PP 等）とい
う句が形成されるという点では同様である。しかし、日本語では主要部 X
（V：動詞、P：後置詞；日本語文法では通常助詞と呼ばれる）が句の最後に
くるのに対し、英語では主要部 X が（NP で表わされる目的語より）前に位
                                                          
15 △で表わされた（指定部（Specifier）と呼ばれる）構造上の位置を占める要素として
どのようなものが考えられるかについてはここでは問題としない。 


























                                                          
16 少数の例外とされるのが、西アフリカの言語である Ewe などである。 















(12) a. John believes that Mary killed someone. 
 b. Who does John believe that Mary killed _ _ _? 






(13) a.  John believes [the claim [that Mary killed someone] ]. 
 b. *Who does John believe [the claim [that Mary killed _ _ _ ] ]? 
   
 ───────────X────────────  
 
ここで注意すべきことは、(13b)が悪い（「非文法的」な）文であるというこ






































(i) Who does John believe that Bill claims that Mary killed _ _ _? 




































21 このような試みの例としては、ムクドリ（starling）のさえずりを研究したGentner T.Q., 













  もっとも有名な例のひとつに、チョムスキーの名にちなんで Nim Chimpsky
と名付けられたチンパンジーに手話を教えようとした試みが知られている22。
しかしこの試みは失敗に終わったと、その研究に関わった研究者（Laura-Ann 




話を教える Penny Patterson 教授の試みである。ゴリラの Koko と人間のネッ
トユーザーとの間で、Patterson 教授による手話の「通訳」を介してのコミュ
ニケーションを試みた記録が残されている24。これを見る限りでは、Koko は











                                                          
22 類人猿に言語を教える試みにおいて、音声言語ではなく手話が用いられるのは、類
人猿の発声器官では人間の音声言語を発音することが困難だと考えられるからである。 
23 映画 Manufacturing Consent に、この実験的研究についての Petito 教授による否定的
なコメントが収録されている。 
24 “Koko's First Interspecies Web Chat: Transcript”（以下 URL）参照： 
http://www.koko.org/world/talk_aol.html 
25 BBC News 記事 “'Talking' gorilla demands dentist”（以下 URL）参照： 
http://news.bbc.co.uk/2/hi/americas/3548246.stm 
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基本になっている。このモデルは、Herman & Chomsky (1988; 2002)や、チョ
ムスキーの政治講演活動などを追い記録することで彼の考え方を明らかにし















                                                          
26 この点に関しては、Bakan（2004）、およびチョムスキーも出演するドキュメンタリー
映画 The Corporation で、数多くの証言にもとづく興味深い分析がなされている。 


























                                                          




まざるを得ないと思われる。以下 URL 参照： 
http://www.pressnet.or.jp/data/advertisement/advertisement01.html 
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末が、福島の原発事故であったと言うことができる。Herman & Chomsky 
(1988; 2002) および上述のドキュメンタリー映画のタイトルにあ
る”Manufacturing Consent”、すなわち「合意の捏造」とは、まさにメディアが
                                                          






31 共同通信 2011 年 8 月 30 日付記事「【原発と国家・新聞・テレビに浸透】番組に抗議、



















                                                          













34 「アジア太平洋地域における経済統合の推進を求める」（以下 URL）参照： 
http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2011/110/index.html 
米国の多数の大企業も、連合組織（US Business Coalition for TPP）をつくって TPP 推







（以下 URL 参照）：http://www.jcp.or.jp/akahata/web_keyword/key363/ 
たとえば 2011 年 11 月 16 日付記事「多国籍企業が政府・自治体を訴訟攻撃/ＴＰＰの焦
点 ＩＳＤ条項/『主権を侵害』 世界で問題に」（以下 URL）参照： 
http://www.jcp.or.jp/akahata/aik11/2011-11-16/2011111603_01_1.html 
http://www.jcp.or.jp/akahata/web_daily/html/pr/img/ak-4-20111116.jpg 
























                                                          
36 以下参照： 
“Noam Chomsky Announces Solidarity With #occupywallstreet” 
http://occupywallst.org/article/noam-chomsky-solidarity/ 
“Noam Chomsky Speaks to Occupy: If We Want a Chance at a Decent Future, the Movement 




37 映画『チョムスキー 9.11』等参照。 
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Films. 
Manufacturing Consent: Noam Chomsky and the Media. A film directed by Mark 
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